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地
域
が
正
面
し
て
い
る
課
題
を
自
ら
の
子

で

解
決
し
て
、
住
み
良

い
地
域
社
会

の
創
造
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
住
民
集
団
、
企
業
を
顕

彰
す
る

「
あ
し
た

の
ま
ち

・
く
ら
し
づ
く
り
活

動
賞
」
な
ど

の
衣
彰
や
企
田
各
地

で
活
躍
す
る

生
活
学
校
、
生
活
会
議
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、　
一
堂
に
会
し
今
後

の

地
域
づ
く
り
活
動

の
方
向
を
探
る

「
創
立
五
十

周
年
記
念
平
成
十
八
年
度
あ
し
た

の
ま
ち

・
く

ら
し
づ
く
り
今
回

フ
オ
ー
ラ
ム
」
が
昨
年
十
一
．

月
四
、
五
日
の
両
日
、
東
京
都
渋
谷
区

「
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
記
念
古
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
を

会
場
と
し
て
、
六
市
■
十
人

の
参
加
を
得

て
開

催
さ
れ
た
。

昨
年
度
ま
で
の

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
」
か

ら
衣
替
え
を
し
て
新
た
に
始
ま

っ
た

「
あ
し
た

の
ま
ち

・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
に
は
住
民

活
動
分
野
と
し
て
、
「食
育
推
進
活
動
部
門
」
「
ｒ

育
て
支
援
活
動
部
門
」
「
ま
ち

・
く
ら
し
活
動
部

門
」
、
さ
ら
に

「企
米

の
地
域
社
会
京
献
析
動
部

門
」

の
川
郎
円
が
設
け
ら
れ
、
内
閣
総
理
人
ｌｉｔ

賞
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
務
内
食
市

研
究
公

（庇
児
島
県
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
述

の
環
境
を
考
え
る
ひ
こ
う
せ
ん

（岡

―――
県
）
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
．．
内

（静
岡
県
）
、
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式 典 税 賀 会

膨盗

む

つ
み
辻
田
Ｌ
木
株
式
会
社

（秋
川
県
）
が
受

生
し
た
。
同
じ
く
内
閣
付
房
長
■
貨
に
は
、
縦

区
食
化
活
等
改
昨
推
進
真
公

（神
奈
川
県
）
、
ｒ

ど
も
が
育

つ
ま
ち
天
白
人
由
Ｆ
ネ

ッ
ト

（愛
知

県

）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
房
総
文
化
財

・
戦
跡
保

存
活
川

フ
ォ
ー
ラ
ム

（千
葉
県
）
、
ト
ヨ
タ
山
動

■
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（愛
知
県

）
が
受
賞
し
た
。
ま
た
、
ｉ
住
ヤ
賞

に
は
六
団
体
、
振
興
奨
励
賞

に
は
三
十
■
団
体

が
受
貨
し
た

（入
賞
団
体
名
簿
は
Ｉ
十
一
東^
～

五
十
四
東
掲
載
）
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

一
日
Ｈ
は
、
受
貨
団
体
と
参

加
者
が
地
域
づ
く
り

の

Ｆ
心
い
』
『悩
み
」
了
Ｈび
』

『課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
地
域
づ
く

り
―
わ
た
し
た
ち

の
思

い
を
か
な
え
よ
う
―
ま

ち
づ
く
り
」

の
ほ
か

「
食
市
」
「
子
育

て
支
援
」

な
ど
人
分
科
会
が
も
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
発

表
、

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後

の
活
動

の
方
向
を
探

っ
た
。
翌
日
の
合
体
会

で

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
二

一
世
紀

の
地
域
づ
く

り
を
―
新
し

い
公
共

の
担

い
手
を
め
ざ
し
て
―
」

が
行
な
わ
れ
、
地
域
づ
く
り

の
原
点

で
あ
る

「
ひ

と
り
ひ
と
り

の
思

い
」
―
個
人
と
個
人
、
個
人

と
活
動
団
体
、
活
動
団
体
同
士
、
活
動
団
体
と

行
政
、
企
業
―
を

い
か
に

つ
な
げ

て

い
け
ば

い



い
か
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
（概
要
は
五
十

一

頁
～
五
十
四
頁
に
掲
載
）
。
最
後
に
、
二
日
間
の

討
議
を
踏
ま
え
て
、
決
議
・申
し
合
わ
せ
・
ア
ピ
ー

ル
を
作
成
し
、
参
加
者

一
同
で
採
択
し
た
。

平
成
十
八
年
は
、
本

フ
オ
ー
ラ
ム
の
主
催
団

体
で
あ
る
財
回
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協

会
が
、
昭
和
三
十

一
年
に
新
生
活
運
動
協
会
と

し
て
発
足
し
て
か
ら
、
五
十
年
を
迎
え
た
年
で

も
あ
り
、
い
く

つ
か
の
記
念
事
業
も
展
開
さ
れ

た
。
そ
の

一
つ
が
地
域
活
動
に
携
わ

っ
て
お
ら

れ
る
方
、
社
会
学
、
経
済
学
、
地
方
自
治
、

マ

ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
広
汎
な
分
野
の
学
識
者
に

よ
る
委
員
会
を
設
け
、
今
後
の
地
域
活
動
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
一
一
一
世
紀
地
域
活
動
ビ
ジ
ョ

ン

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の

『思

い
』
を

つ
な
ぎ
豊

か
な
社
会
を
―
地
域
か
ら
日
本
を
変
え
る
―
」

と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
ビ
シ
ョ
ン
は
フ
オ
ー

ラ
ム
当
日
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、

表
彰
式
で
は
、
あ
し
た
の
ま
ち

・
く
ら
し
づ
く

り
活
動
賞
の
表
彰
と
あ
わ
せ
、
長
年
の
功
労
の

あ

っ
た
方
も
表
彰
さ
れ
た
。
「交
流
の
つ
ど
い
」

で
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
発
表
さ
れ
た

「
新
生

活
音
頭
」
も
復
元
披
露
さ
れ
、
華
や
か
な
彩
を

添
え
た
。


